
「寄合びんご」の活動について（平成19年度） 
 
 
会の趣旨 
「寄合びんご」は、産官学の元気なキーパーソンによる会員制の異業種交流会です。 
単なる交流会に止まらず、主な活動場所を置く「船場」の活性化にも、積極的に取り組んでき
ました。都市機構主催の「船場げんき提案」に応募、優秀賞を戴き、船場のベンチャー(新・
大阪商人)育成を進める NPO「船場ギャザリング」というグループを立ち上げるほか、せんば
GENKI の会の運営にも積極的に協力してまいりました。 
 
設立    平成 12年（2000 年）10月    発起人 10名 
 
会の構成  合計 ４５名（平成２０年２月現在） 
学 橋爪紳也、池上俊郎（２名）    官 大阪市、都市機構関係者（９名） 
産 企業人・ＯＢ（ＮＴＴ、ＪＲ、大阪ガス、他 計１７名） 
  事業家（９名）、アーティスト･デザイナー･クリエイター等（８名） 
 
運営 
開催 不定期 年間３～４回（平成 18年までは毎月１回 原則第３水曜日） 
場所 大阪ガス備後町クラブ他 
進行 参加メンバーによるプレゼンテーション、会員間の情報交換 
会員 発起人会員の推薦により入会 
 
活動実績 寄合累計 65回（平成２０年３月予定含む） 
平成 16年 せんばＧＥＮＫＩの会設立に参加 
平成 17年 「船場フォーラム 2005」企画･運営に参加（３月） 
      「寄合びんご５０回記念大会」を綿業会館にて開催（８月） 
      第３回せんばＧＥＮＫＩまつりに参加（１０月～１１月） 
平成 18年 「船場フォーラム２００６」企画･運営に参加（３月） 

「上方文化を遊ぶ～ドナルド・キーンと芝山狂言～」企画･運営に参加（９月） 
      第４回せんばＧＥＮＫＩまつりに参加（１０月～１１月） 
平成 19年 「船場フォーラム２００７」企画･運営に参加（３月） 

「地域商業まちづくりﾌｫｰﾗﾑ」、三休橋筋ガス燈点灯式 企画･運営に参加（６月） 
 
平成 19年～20年の活動状況 
 

回数 年月日 会場 担当 プレゼンテーション テーマ 

62回 Ｈ19. 1.31 大阪市大 
都市研究プラザ 

池上俊郎（会員） 既存都市・近郊自然の循環型
再生大阪モデル 2006 

   橋爪紳也（会員） 水都再生と創造都市～フラ
ンスの事例から 

63回 Ｈ19. 5.31 大阪水上バス船
上 

大阪水上バス社長 
山田一信 氏 

「大阪の水上観光のこれか
ら」と水上案内 

64回 Ｈ19.12.25 大阪ガスビル料
理講習室 

大阪ガスエネルギー・文化研
究所 山下満智子 氏 

「料理と脳の活性化」 
と料理講習 

65回 Ｈ20. 2.27 大阪ガス備後町
クラブ 

日本確認検査センター顧問 
松村耕四郎（会員） 

「混乱の建築確認」 

 
事務局 日比 哲夫 吉岡 亨 森吉 裕志 

連絡先 日比 tetsu-hb@mwd.biglobe.ne.jp   森吉 h-moriyoshi@osakagas.co.jp  


